
　　　令和6年10月25日　　福生市議会だより　　No.239（1）

再生紙を使用しています。

No.239 発 行 ／ 福 生 市 議 会
令和6年10月25日 〒197-8501　 福生市本町5番地

☎042（551）1511（代表）
☎042（551）1523（直通） Facebook

X（旧Twitter）ふっさ市議会だより

再生紙を使用しています。

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月
27
日

ま
で
の
会
期
25
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
14

件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
ま
た
、
17
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
等
か
ら
新
た
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
３
件
及
び
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

主 な 内 容

令
和
６
年 

第
３
回
定
例
会

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

多
様
な
人
材
の
地
方
議
会
へ
の
参
画
促
進
を

求
め
る
意
見
書

◆一般質問（要旨）   ……２～４面
◆令和５年度決算審査　……５面
◆議案の審議結果　…………６面
◆可決等された案件　………６面
◆委員会の審査　………７～８面
◆特別委員会活動　…………８面
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８
月

27
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９
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会
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議
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営
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４
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本
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２
日
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議
会
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営
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５
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３
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議
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営
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本
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４
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審
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全
員
協
議
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

１
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決
算
審
査
特
別
委
員
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２
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決
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審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

３
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決
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審
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別
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日
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17
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環
境
委
員
会

18
日　
市
民
厚
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委
員
会

19
日　
総
務
文
教
委
員
会
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横
田
基
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対
策
特
別
委

　
　
　

員
会

24
日　
議
会
運
営
委
員
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会
議
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
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▼
10
月

15
日　

 

議
会
運
営
委
員
会

◆
会
議
の 

　
　
開
催
状
況
と

　
　
　
　
審
議
日
程
◆

令和令和５５年度年度 各会計 各会計決算決算を認定を認定
「多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書」を提出「多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書」を提出

　
社
会
経
済
の
急
速
な
構
造
変
化
を
背
景
に
、
地
方
公

共
団
体
の
重
要
な
意
思
決
定
を
行
う
地
方
議
会
は
、
多

様
化
す
る
民
意
の
集
約
と
地
方
行
政
へ
の
反
映
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
重
要

性
を
増
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
若
者
や
女
性
、
会
社
員
な
ど
多
様
な
人

材
の
地
方
議
会
へ
の
参
画
を
促
進
し
、
議
会
を
活
性
化

す
る
こ
と
は
、
多
く
の
地
方
議
会
に
共
通
の
緊
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、

女
性
議
員
の
躍
進
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
投
票
率
の
低

下
や
無
投
票
当
選
者
の
増
加
な
ど
、
議
会
へ
の
関
心
の

低
下
や
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
安

心
し
て
議
員
に
立
候
補
し
、
議
員
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
多
様
で
有
為
な
人

材
の
確
保
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
層
か
ら
の
政
治
参
加
や
地

方
議
会
に
お
け
る
多
様
な
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

１　
地
方
議
会
の
役
割
等
が
明
確
化
さ
れ
た
地
方
自
治

　
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
主
権
者
教
育
を
一
層
推
進
す

　
る
こ
と
。

２　
立
候
補
に
伴
う
休
暇
制
度
や
議
員
活
動
の
た
め
の

　
休
職
、
任
期
満
了
後
の
復
職
な
ど
、
会
社
員
が
立
候

　
補
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
年

　
金
へ
地
方
議
会
議
員
が
加
入
で
き
る
た
め
の
法
整
備

　
を
図
る
こ
と
。

３　
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図

　
る
た
め
、
議
員
活
動
と
出
産
・
育
児
、
介
護
等
の
両

　
立
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
取
組
に
対
し
て

　
支
援
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務

大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

▲公民館本館まつりの様子

9月3日～9月27日  

令和6年
第3回定例会
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今定例会では、17名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。
要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は11月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のQRコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問 （ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▼

福生市議会HP
通告一覧へ
リンクします（     　　　　）

▼

議員BOOK

（ 　　　　）各議員の過去
の一般質問や
会議録をご覧
いただけます

行政改革の取組について 正和会
佐藤 弘治 議員

▲事故報告書に関する情報提供（市HPより）

　質問　市内には郵便局が複数あり、
窓口業務等で市と連携できると非常
に有効であると考えるが、日本郵政
との連携について市の所見を伺う。
　市長　平成29年１月にあきる野郵
便局との間で「地域における協力に
関する協定」を締結しており、高齢
者や子どもの見守り等、市民が安心

して暮らせる地域づくりや災害時の
協力体制を整えている。本市でも、
６か所の郵便局が地域に密着した業
務を行っており、今後も必要に応じ
て連携を図っていきたい。
横田基地について
　質問　ＣＶ－22オスプレイの墜落
事故に関する事故調査報告等につい

て市の所見を伺う。
　市長　本年８月２日に事故報告書
の情報提供及び説明を受けたが、十
分な説明であったとは考えていない。
今後も事故に関する情報のみなら
ず、市民に影響のある事柄について
迅速かつ正確な情報提供を行うよう、
国及び米軍に対し強く求めていく。

道路の維持補修について 正和会
清水 義朋 議員

▲道路補修作業の様子

　質問　人や車などが円滑に移動す
るための重要なインフラである道路
について、近年、亀裂や路面の剥が
れなどの劣化が少なくない状況にあ
る思うが、道路の維持や補修の状況
はどのようになっているのか。
　市長　本市では、現在、国土交通
省が示す道路ストックの総点検実施

要領に基づいた路面性状調査や路面
下空洞調査など、種別ごとに道路ス
トック点検を実施している。その点
検結果に応じ、緊急的な対応が必要
な箇所、予防保全的な対応が必要な
箇所に仕分けし、緊急度に応じた道
路補修に取り組んでいる。今後も安
全で円滑な道路交通の確保を図るた

め、道路維持計画に基づいた道路改
修工事を計画的に実施していくとと
もに、道路パトロールや道路通報シ
ステムの活用等を通じて、道路や交
通安全設備等の破損といった危険箇
所の補修についても迅速に対応する
など、引き続き適切な道路管理に努
めていく。

児童発達支援センターについて 生活者ネットワーク
三原 智子 議員

▲児童発達支援センター療育室

　質問　令和６年４月に開設した福
生市児童発達支援センターの相談支
援、児童発達支援、地域支援の３事
業の現在の状況と、スタートして５
か月で見えてきた課題や今後の進め
方、体制づくりの方向性等を伺う。
　市長　18歳未満の児童と保護者を
対象とした相談支援では、周知が進

み相談者は増加している。満３歳か
ら就学前児童を対象に集団療育を行
う児童発達支援では、保育施設等と
併用し、週２、３回の通所者が多く、
利用希望者も増えている。関係機関
との連携や家族等への支援などを行
う地域支援では、６月に保護者・保
育者向けの講習会、８月に保育者対

象の研修会を実施した。今後の課題
は、児童発達支援センター本来の目
的を押さえつつ、通所時間など利用
者の利便性等にも配慮した事業を展
開していくこと、児童発達支援セン
ターが地域の中核機関としての機能
を発揮し、さらに充実した連携体制
を構築していくことと考えている。

新型コロナウイルスワクチン定期接種における市の対応について 正和会
小澤 芳輝 議員

　質問　新型コロナウイルス感染症
は今後も感染拡大への警戒が必要だ
が、令和６年度秋冬開始予定とされ
ている新型コロナウイルスワクチン
定期接種について市の対応を伺う。
　市長　令和６年度以降の新型コロ
ナウイルスワクチン接種は、予防接
種法に基づきＢ類疾病の定期接種と

して実施されることになった。これ
を踏まえ本市では、特に高齢者の重
症化を予防するための定期接種事業
として実施する。定期接種対象者は、
65歳以上または60歳以上65歳未満の
心臓等に障害を有する方とし、自己
負担額は生活保護受給者等を除き
3500円（９月６日発表の都補助を活

用し2500円へ変更）とする予定。集
団接種ではなく指定医療機関での個
別接種を実施する。また、西多摩８
市町村内の指定医療機関であればど
こでも接種できるよう調整を進めて
いる。引き続き今後の感染状況を注
視するとともに、本事業を着実に推
進し感染症予防に努めていく。

踏切道の改良及び周辺整備について 公明党
原田 剛 議員

　質問　市内にはまだまだ改善が進
まない踏切があるが、福生第二号踏
切以外に踏切道改良促進法の指定対
象になるのはどのような踏切か。
　市長　法令等に定めのある改良す
べき踏切道の指定に係る基準のいず
れかを満たすもので、主な例は自動
車ボトルネック踏切、開かずの踏

切、歩道狭あい踏切、通学路要対策
踏切、事故多発踏切など、交通量や
事故の発生状況、その他の事情を考
慮して国土交通大臣が指定するもの
である。
水泳指導の外部委託と学校プールについて
　質問　市内小・中学校の水泳指導の
外部委託に関する取り組み状況は。

　教育長　令和６年２月に水泳指導
の外部委託化モデル事業実施計画を
策定し、令和６年度より福生第六小
学校と福生第三中学校の２校で水泳
指導の外部委託化モデル事業を開始。
今後は、９月から12月の実施状況を
踏まえ成果と課題を整理し、令和７年
度指導計画の立案に生かしていく。 ▲福生第二号踏切
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特定不妊治療の助成について 正和会
仲間 正司 議員

　質問　令和４年４月より特定不妊
治療が公的医療保険の適用対象とな
り、その後、令和６年度より福生市
特定不妊治療費（先進医療）助成事業
が開始された。その内容とこれまで
の実績を伺う。
　市長　本市では、子どもを望む方
の経済的負担軽減を図るため、保険

診療である特定不妊治療と併せて実
施した先進医療について、東京都の
特定不妊治療費（先進医療）助成に上
乗せして医療費の一部助成を行って
いる。都の助成が決定した方は、保
険適用外の先進医療費用の10分の７
について、15万円を上限に都から助
成されるが、市は残りの10分の３に

ついて、１回の治療につき５万円を
上限に助成する。実績は、令和６年
８月１日時点で１名、３件分で計
５万1350円を助成。実際の治療実施
から都の承認まで時間を要すること
や、複数回の治療をまとめて申請す
る場合もあることから、今後、申請
件数は増加するものと考える。

親子交流及び養育費の受取支援について 日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

　質問　共同親権が選択可能となる
ことを含めた民法等の一部を改正す
る法律が成立され、親子関係の維持
と子どもの福祉が一層保障されるこ
とが期待される。本市では親子交流
の円滑な実施や養育費の確実な受け
取りをどのように支援しているのか。
　市長　母子・父子自立支援員等に

よるひとり親家庭相談、離婚による
経済上の問題や養育等の悩み事があ
る方には、弁護士等の助言を受けら
れる東京都ひとり親家庭支援セン
ターや、こども家庭庁の養育費等相
談支援センターをご案内している。
空き家対策について
　質問　本市の空き家解消の取り組

みについて伺う。
　市長　職員による現況把握のため
の調査や、空き家の所有者に対する
適正管理の呼びかけを行うとともに、
民間業者との協働による所有者向け
の情報発信や、老朽化した空き家の
所有者に対して除却に係る工事費用
の助成を行っている。

第59回福生ほたる祭について 正和会
小林 貢 議員

▲福生ほたる祭の様子（ほたる公園）

　質問　今回新しい形で実施した結
果、見えてきた課題や節目となる第
60回の開催の方向性を伺う。
　市長　大成功に終えたと考えるが、
一方で来場者数が想定をはるかに超
え、ほたる公園が混雑した。また、
蛍の羽化が早く、祭りの当日に飛翔
する姿を十分にご覧いただけなかっ

た。今後、実行委員会で十分に協議
し、さらにご満足いただける祭りと
なるよう、最大限の支援を行いたい。
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
について
　質問　運用内容の概要等を伺う。
　市長　Jアラートは、弾道ミサイル
情報や緊急地震速報等、対処に時間

的余裕のない事態に関する情報を国
民に瞬時に伝達するシステムで、地
震や津波等は気象庁から、弾道ミサ
イル情報等は内閣官房から、消防庁
のシステムにより人工衛星等を通じ
自治体に送信される。本市では、庁
内の受信機で受信し、自動的に市内
防災行政無線で放送を行っている。

環境政策について 公明党
堀 雄一朗 議員

　質問　連日市内でイノシシの目撃
情報が出るが、本市の対策を伺う。
　市長　イノシシの目撃場所は多摩
川河川敷や河川敷近隣の公園で、人
に慣れて警戒心がなくなり、恒常的
に居つくことを心配している。その
ため、通り道の可能性がある箇所の
草木を刈るなど、生息地域を減少さ

せ、容易に人間の生活圏に近づけな
い環境の整備を進めていきたい。
子宮頸がん予防について
　質問　５年に１回の検診で済み、
費用が現行の細胞診の約半分で済む
ＨＰＶ検診の導入への所見を伺う。
　市長　ＨＰＶ検査単独法は、国の
指針の改正で今年度から導入された。

細胞診単独法の２年に一度の検診に
比べ受診者の負担軽減や受診率向上
が期待できるが、偽陽性者が多く、
医療現場の負担や期待される効果が
得にくい等の指摘もある。市内の医
療機関でも慎重な意見があり、実施
する段階にないと考える。現行の検
診を着実に実施し予防に努めていく。

第74回福生七夕まつりについて 正和会
山崎 貴裕 議員

　質問　今回の福生七夕まつりの評
価や結果、所見等を伺う。
　市長　５年ぶりに開催した民踊パ
レード、みこし・山車パレードなど、
コロナ禍で見合わせていた各種イベ
ントを全て再開し、盛大な福生七夕
まつりが復活した。来場者数は38万
5800人で、これは平成以降３日間の

人数としては最多。飾りつけや市民
模擬店などがまちのにぎわいを創出
し、七夕織姫コンテストなどのイベ
ントも盛り上がる中、無事に３日間
を終えた点でも、大成功に終わった
と評価している。
郷土愛の醸成と民踊パレードについて
　質問　一部の学童クラブや小学校

が民踊パレードに参加したが、子ど
もたちへの周知方法について伺う。
　市長　今回の民踊パレードは５年
ぶりの開催であるため、前回の参加
団体には個別に通知と電話にて依頼
を行った。参加のあった学童クラブ
と小学校も前回の参加団体だったた
め、同様に依頼しご参加いただいた。

AEDの個人所有等について 正和会
森田 哲哉 議員

▲生涯学習分野合同平和事業の様子

　質問　AEDの普及促進として、
家庭や個人が所有しやすいよう購入
費を補助する施策は考えられないか。
　市長　本市では、貸出要領を定め
イベント等へのAEDの貸し出しを
行っている。個人所有は救命率の向
上にはつながるが、所有へのニーズ
や費用面から補助制度は難しいと考

える。今後も講習機会の確保や設置
箇所の周知等、啓発を進める。
市における平和事業の推進について　　　　
　質問　市としての今後の平和事業
の推進について伺う。
　市長　「平和のつどい」で戦争を体
験した市民の方の講演や生涯学習推
進課の企画展示「戦争資料展」など、

様々な取り組みを行っているが、戦
争体験者の高齢化により実相を伝え
る機会が減少しており、平和のつど
いでは高校生が司会や意見発表を行
うなど、次世代が平和を考える機会
とするための転換を図っている。今
後も市民一人一人が平和を願い行動
できるよう意識の醸成に努めたい。

▲福生七夕まつり民踊パレード
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本市の入札・契約制度について 正和会
幡垣 正生 議員

▲都知事選で配布した投票済証

　質問　市内事業者の受注機会を確
保する措置の現状について伺う。
　市長　福生市指名競争入札参加者
指名基準の規定では、市内事業者を
優先的に指名できることとしている。
また、総合評定値（Ｐ点）の地域要件
の設定では、市内事業者の要件を最
も緩和している。加えて、市内事業

者には市が発注する同種の工事の元
請としての実績の有無を問わないこ
ととするなども受注機会の確保に寄
与するものと考えている。
選挙に関する取組について
　質問　デザインの入った投票済証
の発行の経緯や用途について伺う。
　選挙管理委員会事務局長　近年、

自治体が発行するマンホールカード
などが盛り上がりを見せており、本
市においても、投票への関心を高め
るきっかけづくりとして、令和５年
からデザインを盛り込んだ投票済証
を発行している。用途としては、個
人の投票の記録及び記念としてコレ
クションを念頭に掲げている。

犯罪被害者等への支援について 公明党
青木 健 議員

▲相談窓口のパンプレット

　質問　本年４月、犯罪被害者や遺
族の精神的負担を軽減するため、犯
罪被害者等支援弁護士制度の創設な
どを盛り込んだ改正総合法律支援法
が可決、成立した。東京都も犯罪被
害者等支援条例を制定し、支援事業
が展開されている。本市の犯罪被害
者等への支援について伺う。

　市長　本市では現在、犯罪被害者
に特化した相談窓口や支援等は実施
していないが、都や警視庁、法テラ
スの犯罪被害者相談を案内している。
令和５年６月、内閣府の犯罪被害者
等施策推進会議で、「犯罪被害者等
施策の一層の推進について」が決定、
国から地方における途切れない支援

の提供体制強化に取り組むよう通知
された。本年９月からは全国で、警
察庁が初めて全国犯罪被害者等支援
実務者会議を実施する予定である。
今後も情報収集を行うとともに、国
や都、市町村の動向を注視しながら、
ご相談を受けた際は、被害者等に寄
り添った対応に努めたい。

学校給食について 日本共産党
伊藤 広美 議員

　質問　学校給食費の保護者負担が
なくなったのは良いが、この物価高
騰で食品の質や必要なカロリーなど
が確保できているのか。現状を伺う。
　教育長　令和４、５年度は、国の
新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を活用し、安定した
給食提供を継続した。福生市学校給

食センター運営審議会に諮り、令和
６年度は、給食費引き上げの改定を
行い、賄材料費の増額に対応した。
また、文部科学省の基準に基づき必
要な栄養価を確保した献立作成を行
うと共に、国内産原料のもの、不要
な添加物を使用しないものなど、福
生市学校給食用物資規格基準により

安全性を保った上で、安価で良質な
食材の活用や一括購入等、最大限の
工夫を行っている。今後も食材の高
騰が継続する見込みが高く、創意工
夫だけでは対応できなくなる可能性
がある。必要に応じ適切に賄材料費
の確保に努め、質を落とすことなく、
安全・安心な給食の提供に取り組む。

米軍横田基地について 日本共産党
市毛 雅大 議員

▲要請の内容（市HPより）

　質問　８月１日付で米軍関係者に
よる重大事件・事故に関する情報提
供があった。本市が把握している情
報について伺う。
　市長　７月24日の新聞報道にて、
東京都内で2021年から2023年に米軍
関係者による性犯罪の摘発が少なく
とも３件あったが、都に通報されて

いなかったことが報じられた。これ
を受け、横田基地に関する東京都と
周辺市町連絡協議会は、犯罪が横田
基地関係者によるものかは不明であ
るが、基地周辺住民の不信につなが
りかねないため、情報提供の徹底を
国に対して要請した。また、本市か
ら北関東防衛局に対し、横田基地所

属の米軍関係者による事件で非公表
となっている事案の有無について確
認したところ、情報提供があった場
合は、全て地元自治体に対して伝達
してきているとのことだった。引き
続き、東京都や横田基地周辺自治体
とも連携しながら、国に対して適時
適切な情報提供を求めていく。

防災行政について 立憲民主党
市川 佳樹 議員

　質問　災害が発生した際に、子ど
もが生活しやすい場所とするため、
子ども目線の避難所をどのように運
営するか、本市の所見を伺う。
　市長　福生市地域防災計画では、
乳幼児とその保護者など配慮が必要
な方への対応として、通常の避難所
以外にも必要に応じて、協定に基づ

き福祉避難所や社会福祉施設、民間
賃貸住宅やホテル等を二次避難所と
して借り上げるなど、多様な避難所
確保に努めるものとしている。また、
通常の避難所においても、自主防災
組織等を中心とした住民組織が自主
的に運営ができるよう、避難所運営
組織を立ち上げ、子どもたちが過ご

すことのできるスペースづくりや、
物資の確保等に配慮した避難所運営
に努めるものとしている。災害時の
混乱の中でも「子育てするならふっ
さ」「こどもまんなかふっさ」は変わ
るものではない。今後も子どもたち
を守り育てていくための方策を研究
していく。

防災行政について 公明党
川﨑 善友 議員

▲四地区合同水・防災訓練の様子

　質問　国は、災害時に自力で避難
することが難しい住民に対し、自治
体として個別避難計画を作成するこ
とを努力義務としている。本市にお
ける作成状況について伺う。
　市長　風水害による避難情報を発
令する可能性が高く、かつ土砂災害
警戒区域等も含んでいる南田園及び

北田園地区に居住する避難行動支援
希望者を優先し、計画の作成を進め
ている。今年度は、対象者65名に対
し調査票を送付し、調査票の回収や
実際のご家庭の状況を聴取するなど、
実効性のある個別避難計画となるよ
う進めている。
　質問　富士山が噴火した際の本市

の降灰対応について伺う。
　市長　噴火が起きた場合、風向き
次第では降灰対応が必要となる可能
性がある。その際は、気象庁等の情
報を収集しつつ、福生市地域防災計
画に基づき、関係機関と連携し火山
灰の除去や運搬、処分、避難対策や
道路等交通機関の復旧対策を講じる。

▲学校給食の一例
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▲令和５年度一般会計決算を起立多数で認定

令和5年度　一般会計決算の款別内訳（）内の数字は合計に占める割合

令和5年度 令和4年度歳 入 歳 出

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

使用料及び手数料
法人事業税交付金
地方譲与税
株式等譲渡所得割交付金
分担金及び負担金
配当割交付金
利子割交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
財産収入
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金 歳入合計　321億7,934万2,344円 歳出合計　310億393万8,607円

市　　税

国庫支出金

都支出金

地方交付税

繰 入 金

基地交付金

繰 越 金

地方消費税交付金

市　　債

諸 収 入

そ の 他

民 生 費

教 育 費

衛 生 費

諸支出金

総 務 費

土 木 費

消 防 費

公 債 費

商 工 費

議 会 費

農林水産業費10億5,168万6,997円(3.3％）

82億2,573万8,720円(25.6％）

78億5,916万8,145円(24.4％）

41億7,734万7,053円(13.0％）

33億737万5,000円(10.3％）

18億4,601万421円(5.7％）

5億2,600万円(1.6％）

17億4,388万7,000円(5.4％）

17億1,752万5,655円(5.3％）

4億879万6,353円(1.3％）

13億1,580万7,000円(4.1％）

147億6,569万8,001円(47.6％）

41億9,958万7,013円(13.5％）

25億3,244万1,200円(8.2％）

28億3,554万441円(9.1％）

20億823万9,654円(6.5％）

9億3,403万9,921円(3.0％）

22億7,717万6,256円(7.3％）

2億7,684万8,052円(0.9％）

6億9,806万5,328円(2.3％）

4億2,538万2,413円(1.4％）

5,092万328円(0.2％）

■令和５年度　会計別決算額 （単位：円）
会計区分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計 32,179,342,344 31,003,938,607 1,175,403,737
特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,696,887,604 6,440,030,992 256,856,612
介護保険特別会計 5,177,399,156 4,965,058,649 212,340,507
後期高齢者医療特別会計 1,499,220,808 1,475,034,345 24,186,463

総 合 計 45,552,849,912 43,884,062,593 1,668,787,319

■下水道事業会計 （単位：円）
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,520,407,493 1,327,963,537
資 本 的 収 支 317,278,824 805,577,990

令
和
５
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

４
事
業
の
委
託
で
会
計
年
度

任
用
職
員
人
件
費
が
減
と
な

っ
た
。物
件
費
は
、委
託
料
が

人
件
費
を
上
回
る
増
加
だ
が
、

教
育
や
労
務
管
理
等
の
経
費

も
大
幅
に
削
減
し
、欠
員
補

充
が
で
き
な
い
状
況
の
回
避

や
繁
忙
期
の
人
員
増
な
ど
、

弾
力
的
な
運
用
に
よ
り
安
定

し
た
窓
口
業
務
の
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、

委
託
に
よ
り
職
員
の
負
担
が

緩
和
さ
れ
、窓
口
の
効
率
的

運
用
や
Ｄ
Ｘ
推
進
等
の
検
討

に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
公
園

整
備
事
業
に
つ
い
て

問　

整
備
工
事
の
予
算
執

行
率
が
だ
い
ぶ
低
い
が
、そ

の
理
由
は
。ま
た
、法
面
工
事

の
際
、植
樹
等
は
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

答　

減
額
要
因
は
、入
札
に

よ
り
落
札
比
率
が
79
・
76
％

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。植

樹
に
つ
い
て
は
、工
事
箇
所

の
西
側
に
ほ
た
る
公
園
が
あ

る
こ
と
か
ら
、福
生
ホ
タ
ル

研
究
会
と
協
議
を
重
ね
、蛍

の
生
育
状
況
を
考
慮
し
、樹

木
は
極
力
切
ら
な
い
方
向
で

工
事
を
行
っ
て
お
り
、緑
地

と
し
て
の
樹
木
は
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、植
樹
の

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

福
生・羽
村・瑞
穂
地
域
の

魅
力
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

協
議
会
に
つ
い
て

問　
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

答　

２
市
１
町
の
認
知
度 

向
上
と
新
た
な
交
流
人
口
の

令
和
５
年
度
決
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

問　
主
な
内
容
を
伺
う
。

答　

一
般
会
計
の
歳
入
は

３
２
１
億
７
９
０
０
万
円
、

令
和
４
年
度
と
比
べ
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
皆
増
な
ど
に

よ
り
20
億
４
７
０
０
万
円
、

６
．８
％
の
増
。歳
出
は
３
１

０
億
４
０
０
万
円
で
物
価
高

騰
対
策
で
あ
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
物
価
高
騰
支
援
給
付

金（
追
加
支
給
分
）給
付
事
業

の
皆
増
、中
央
図
書
館
改
良

事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
25
億
８
９
０
０
万
円
、

９
・１
％
の
増
と
な
っ
た
。

人
権
啓
発
活
動
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
の
取
り
組

み
内
容
を
伺
う
。

答　
小
学
生
向
け
の
法
務
省 

の
事
業
と
し
て
、協
力
し
て

花
を
育
て
て
生
命
の
尊
さ
や

感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ぶ「
人
権
の
花
運
動
」を
福

生
第
一
小
学
校
で
実
施
し
た
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
心
の

成
長
と
大
人
が
子
ど
も
た
ち

獲
得
を
目
指
す
事
業
。令
和

５
年
度
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

の
消
費
者
目
線
に
沿
っ
た
地

域
の
観
光
資
源
の
優
先
順
位

づ
け
等
を
行
う
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
と
、同
時
並
行

で
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
、両
者
を
結
び
つ
け
精
度

の
高
い
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作

成
。次
に
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
、

生
の
声
を
も
ら
う
こ
と
で
コ

ー
ス
の
磨
き
込
み
を
行
っ
た
。

高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

　
　

対
策
事
業
に
つ
い
て

問　
事
業
の
成
果
と
評
価
を

伺
う
。

答　

高
齢
者
の
情
報
格
差

解
消
を
目
的
に
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
未
所
有
の
高
齢
者
に

約
５
か
月
間
無
料
で
貸
与
す

る
も
の
で
、令
和
５
年
10
月

か
ら
の
第
１
ク
ー
ル
に
は
19

名
が
参
加
。体
験
後
の
成
果

と
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
所
有
さ
れ
た
12
名
の
う
ち

11
名
が
電
話
や
ブ
ラ
ウ
ザ
検

索
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
初
め
と
す

る
各
種
ア
プ
リ
機
能
な
ど
を

有
効
活
用
し
て
お
り
、ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
親

族
と
の
連
絡
頻
度
が
増
加
し

た
な
ど
の
感
想
も
得
て
い
る
。

園
児
送
迎
バ
ス
等

安
全
対
策
支
援
に
つ
い
て

問　
補
助
金
事
業
の
内
容
を

伺
う
。

答　

送
迎
バ
ス
等
安
全
対

策
支
援
補
助
金
は
、送
迎
バ

ス
等
で
の
園
児
の
見
落
と
し

防
止
の
た
め
の
安
全
装
置
の

設
置
、熱
中
症
対
策
や
遊
具

の
修
繕
等
、園
児
の
安
全
を

守
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
に
幼
稚
園
や
保
育
所
に

交
付
し
た
。こ
の
補
助
金
に

よ
り
、全
て
の
該
当
車
両
に

安
全
装
置
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
、見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
、

ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
の
購
入
、

職
員
間
の
情
報
共
有
の
た
め

の
通
信
機
器
の
購
入
等
に
役

立
て
ら
れ
た
。

福
生
第
二
号
踏
切

　
　
改
良
事
業
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
の
工
事
内

容
と
進
捗
率
を
伺
う
。

答　

令
和
５
年
度
の
工
事

内
容
は
、新
た
に
歩
道
を
設

置
す
る
際
の
支
障
と
な
る
鉄

道
信
号
施
設
や
照
明
灯
等
の

撤
去
及
び
新
設
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
に
お
け
る
工
事

全
体
の
進
捗
率
は
、金
額
ベ

ー
ス
で
約
30
％
、ま
た
、新
た

に
踏
切
の
前
後
に
歩
道
を
設

置
す
る
た
め
、踏
切
の
南
東

側
の
15
・
23
平
方
メ
ー
ト
ル

の
用
地
取
得
も
行
っ
た
。

体
育
健
康
教
育
推
進
校

事
業
に
つ
い
て

問　
２
年
間
の
取
り
組
み
内

容
と
効
果
を
伺
う
。

答　

東
京
都
教
育
委
員
会

か
ら
の
委
託
に
よ
り
福
生
第

一
中
学
校
で
実
施
。研
究
で

は
、保
健
体
育
科
で
の
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
を
活
用
し
た
体
の
動
き

方
な
ど
の
学
習
や
、昼
休
み

に
生
徒
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
気
軽
に
行
う
時
間
を
つ
く

る
等
の
取
り
組
み
を
実
施
。

効
果
と
し
て
、毎
日
運
動
し

て
い
る
と
回
答
し
た
生
徒
が

増
加
し
た
こ
と
や
、全
体
の

約
95
％
が
健
康
維
持
へ
の
運

動
や
食
事
、睡
眠
等
の
重
要

性
を
理
解
す
る
な
ど
の
成
果

が
見
ら
れ
た
。

中
央
図
書
館
改
良
事
業

に
つ
い
て

問　

特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
事
業
基
金

を
１
億
２
７
０
０
万
円
取
り

崩
し
充
当
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、そ
の
内
容
と
効
果
を
伺

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
た

「
こ
ど
も
か
ら
の
人
権
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
表
会
」に
福
生
第

三
小
学
校
の
５
年
生
が
参
加

し
、奥
多
摩
町
で
開
催
さ
れ

た
発
表
会
で
は
、代
表
児
童

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。

災
害
対
策
事
業
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
生

か
し
た
と
い
う
避
難
所
運
営

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

各
避
難
所
で
は
、開
設

時
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や

非
接
触
型
体
温
計
な
ど
感
染

症
対
策
物
品
を
配
備
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、発
熱
者
が

避
難
し
た
際
の
受
入
れ
方
法

や
発
熱
者
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
こ
と
な
ど
も
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
て
い
る
。

総
合
防
災
訓
練
等
で
実
効
性

を
確
認
し
、コ
ロ
ナ
禍
の
経

験
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
有

事
の
際
の
開
設
・
運
営
に
生

か
し
た
い
。

窓
口
業
務
の
委
託
に
つ
い
て

問　
委
託
の
効
果
を
伺
う
。

答　

窓
口
、印
鑑
登
録
な
ど 

 

　
一
般
会
計
決
算
は
、
17
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方

式
の
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を

活
用
し
た
一
般
会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

う
。

答　
全
額
を
備
品
購
入
費
に

充
当
。主
に
開
架
エ
リ
ア
の

書
架
の
ほ
か
、机
、椅
子
等
を

購
入
し
た
。書
架
の
表
面
材

に
は
、主
に
多
摩
産
材
を
採

用
、机
や
椅
子
も
文
化
の
森

の
景
観
と
合
う
よ
う
木
製
家

具
を
そ
ろ
え
、利
用
者
か
ら

も
快
適
で
あ
る
な
ど
の
評
価

を
得
て
い
る
。
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議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます
※1名欠席

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

議案番号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者 
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 議決結果

市　長　提　出　議　案

議案第39号 福生市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第40号 福生市印鑑条例及び福生市手数料条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第41号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第42号 福生市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○○※ ○○ × × × ○○ 可決
議案第43号 令和６年度福生市一般会計補正予算（第３号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第44号 令和６年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第45号 令和６年度福生市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第46号 令和５年度福生市一般会計決算認定について ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 認定
議案第47号 令和５年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 認定
議案第48号 令和５年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 認定
議案第49号 令和５年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○○※ ○○ × ○○ ○○ ○○ 認定
議案第50号 令和５年度福生市下水道事業会計決算認定について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第51号 福生市教育委員会委員の任命について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第52号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○※ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意

委　員　会　提　出　議　案
委員会提出
議案第１号 多様な人材の地方議会への参画促進を求める意見書　　 ○○※ ○○ ○○ × ○○ × 可決

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
生
活
保
護
法
及
び
児
童
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
番
号
利
用
事
務
及
び
特

定
個
人
情
報
に
関
す
る
規
定

を
整
備
す
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
印
鑑
条
例
及
び
福

生
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
市
役
所
に
証
明
書
等
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
対
応
し
た
多

機
能
端
末
機
を
設
置
す
る
こ

と
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
よ
る
印
鑑
の
登
録
証
明

の
申
請
に
関
す
る
規
定
を
追

加
す
る
ほ
か
、
関
係
す
る
規

定
を
整
備
す
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
寄
附
金
税
額
控
除

に
関
す
る
規
定
及
び
同
法
附

則
第
15
条
第
25
項
第
２
号
の

条
例
で
定
め
る
割
合
に
関
す

る
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
公
益
法
人
等
に
係
る
市

民
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す

る
規
定
を
削
除
す
る
ほ
か
、

引
用
す
る
規
定
を
整
理
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
令
和
６
年
12
月
に
現
行
の

被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
法
の
一
部
改
正
が
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
罰
則
に
お
け
る

被
保
険
者
証
に
係
る
規
定
を

削
除
す
る
と
と
も
に
、
引
用

す
る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税

及
び
前
年
度
繰
越
金
な
ど
の

増
額
、
歳
出
に
お
い
て
は
、

多
文
化
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
設
置

工
事
や
定
期
接
種
と
し
て
実

施
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な

ど
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
の

精
算
に
伴
う
国
庫
補
助
金
等

を
返
還
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
13
億
２
２
８
５

万
２
千
円
を
追
加
、
総
額
を

３
７
１
億
４
２
２
６
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

　
主
な
歳
入
は
、
額
の
確
定

に
伴
う
普
通
交
付
税
１
億
２

９
０
７
万
４
千
円
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
決
算
に
伴
う
前

年
度
繰
越
金
10
億
７
２
１
万

３
千
円
。

　
歳
出
で
は
、
児
童
福
祉
費

６
５
６
１
万
６
千
円
が
、
武

蔵
野
台
児
童
館
に
多
文
化
キ

ッ
ズ
サ
ロ
ン
を
設
置
す
る
た

め
の
工
事
な
ど
の
費
用
や
、

と
う
き
ょ
う
す
く
わ
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
活
動
を
実

践
す
る
保
育
所
等
へ
の
支
援

な
ど
。
生
活
保
護
費
１
億
８

４
１
万
円
が
、
生
活
保
護
シ

ス
テ
ム
改
良
委
託
料
や
令
和

５
年
度
精
算
な
ど
に
よ
り
生

じ
た
国
及
び
都
へ
の
返
還
金
。

保
健
衛
生
費
８
２
０
７
万
７

千
円
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な

ど
。
基
金
費
10
億
５
１
３
１

万
５
千
円
が
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
と
今
後
の
建
設
事

業
等
に
充
当
す
る
た
め
の
、

ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金

積
立
金
な
ど
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　
令
和
５
年
度
の
決
算
に
伴

い
、
繰
越
金
、
保
険
給
付
費

等
交
付
金
の
精
算
等
の
実
施

の
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
５
６
８
５
万
５
千
円

を
追
加
、
総
額
69
億
７
４
３

８
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
令
和
５
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
精
算
の
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
３
６
４

万
９
千
円
を
追
加
、
総
額
56

億
６
７
３
５
万
３
千
円
と
す

る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
11
回
を
加
え
３
２
４

億
９
７
６
４
万
６
２
０
０
円
。

歳
入
決
算
は
３
２
１
億
７
９

３
４
万
２
３
４
４
円
、
前
年

度
比
６
・
８
％
の
増
。
歳
出

決
算
は
３
１
０
億
３
９
３
万

８
６
０
７
円
、前
年
度
比
９・

１
％
の
増
。
予
算
現
額
と
の

差
は
14
億
９
３
７
０
万
７
５

９
３
円
で
、
執
行
率
95
・
４

％
。
歳
入
歳
出
差
引
残
額
は

11
億
７
５
４
０
万
３
７
３
７

円
、
前
年
度
比
31
・
６
％
の

減
。
財
政
力
指
数
は
０
・
７

１
９
で
、
前
年
度
比
０
・
０

０
２
ポ
イ
ン
ト
の
増
。
経
常

収
支
比
率
は
88
・
５
％
で
、

前
年
度
よ
り
３
・
９
ポ
イ
ン

ト
の
増
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
70
億
４

５
１
１
万
８
千
円
。
歳
入
決

算
は
66
億
９
６
８
８
万
７
６

０
４
円
、
前
年
度
比
０
・
６

％
の
減
。
歳
出
決
算
は
64
億

４
０
０
３
万
９
９
２
円
、
前

年
度
比
０
・
５
％
の
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
２
億
５

６
８
５
万
６
６
１
２
円
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
54
億
９

８
２
０
万
８
千
円
。
歳
入
決

算
は
51
億
７
７
３
９
万
９
１

５
６
円
、
前
年
度
比
３
・
４

％
の
増
。
歳
出
決
算
は
49
億

６
５
０
５
万
８
６
４
９
円
、

前
年
度
比
３
・
１
％
の
増
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
２
億

１
２
３
４
万
５
０
７
円
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
14
億
９

８
５
９
万
７
千
円
。
歳
入
決

算
は
14
億
９
９
２
２
万
８
０

８
円
、
前
年
度
比
１
・
２
％

の
増
。
歳
出
決
算
は
14
億
７

５
０
３
万
４
３
４
５
円
、
前

年
度
比
１
・
３
％
の
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
２
４
１

８
万
６
４
６
３
円
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
、
15
億
２
０
４

０
万
７
４
９
３
円
で
前
年
度

比
１
・
６
％
の
増
。
支
出
決

算
は
、
13
億
２
７
９
６
万
３

５
３
７
円
で
前
年
度
比
ほ
ぼ

同
額
。
資
本
的
収
入
及
び
支

出
の
収
入
決
算
は
、
３
億
１

７
２
７
万
８
８
２
４
円
で
前

年
度
比
56
・
０
％
の
減
。
支

出
決
算
は
、
８
億
５
５
７
万

７
９
９
０
千
円
で
前
年
度
比

36
・
９
％
の
減
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
新
藤
美
知
子
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
林
宣

之
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
佐
藤
正
明
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
佐
藤
裕

明
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
も
の
。

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）
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問　
横
田
基
地
水
の
令
和
４

年
度
比
較
と
の
増
減
、料
金

改
定
の
影
響
を
伺
う
。

答　
排
出
量
は
１
２
４
万
７

４
２
３
㎥
で
、令
和
４
年
度

に
比
べ
２
万
３
２
１
２
㎥
、

１
・
９
％
の
増
、使
用
料
は

４
億
６
７
３
１
万
３
千
円
で
、

令
和
４
年
度
に
比
べ
３
６
３

６
万
２
千
円
、８・４
％
の
増
。

料
金
改
定
に
よ
り
２
７
５
０

万
円
の
収
入
増
と
な
っ
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

　
９
月
18
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、８
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、陳
情
１

件
は
、不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
福
生
市
印
鑑
条
例
及
び
福

生
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　
窓
口
で
印
鑑
証
明
書
を

取
得
す
る
場
合
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
伺
う
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
顔
写
真
を
含
む
券
面
情
報

に
て
本
人
確
認
を
行
い
、電

子
証
明
書
が
有
効
な
も
の
か

を
確
認
し
た
上
で
、証
明
書

を
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

こ
の
条
例
の
改
正
は
、

令
和
６
年
12
月
２
日
に
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
前

　
９
月
17
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、２
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、陳
情
１

件
は
、不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　
空
き
家
住
宅
除
却
助
成

金
の
申
請
、相
談
状
況
等
を

伺
う
。

答　
当
初
予
算
で
戸
建
て
住

宅
11
棟
分
と
共
同
住
宅
３
棟

分
の
６
３
０
万
円
を
計
上
、

戸
建
て
住
宅
12
棟
、共
同
住

宅
３
棟
の
合
計
15
棟
分
の
申

請
相
談
が
あ
り
、更
に
戸
建

て
住
宅
４
棟
分
の
相
談
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、合
計
額
７

５
５
万
円
の
不
足
分
を
補
正

予
算
と
し
て
計
上
し
た
。▲除却前の空き家

●
令
和
５
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て 委

員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

●�

令
和
５
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

■
反
対

　
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
市
の
財
政

力
を
十
分
に
活
用
し
切
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
今
も
市
民
に
活

用
さ
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

公
共
施
設
を
、
今
後
20
％
も
削
減
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
。
市
の
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
、
特
に
、
子
ど
も
と
そ
の
親

世
代
の
減
少
に
対
し
て
効
果
的
な
施
策
が

な
か
っ
た
こ
と
。
市
民
生
活
を
支
え
、
地

域
振
興
に
も
重
要
な
貢
献
を
す
る
地
域
公

共
交
通
の
整
備
が
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
。
横
田
基
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

高
度
計
や
航
跡
図
計
の
設
置
、
ロ
ー
タ
ー

機
飛
行
回
数
調
査
、
横
田
基
地
返
還
跡
地

利
用
構
想
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
本
決
算

に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　
令
和
５
年
度
決
算
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
区

切
り
を
迎
え
た
が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
等
に
よ
る
物
価
高
騰
が
市
民

の
暮
ら
し
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
物
価
高

騰
対
策
事
業
に
多
く
取
り
組
ん
で
来
た
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
、
シ

ニ
ア
お
買
物
券
配
布
事
業
な
ど
に
よ
り
、

物
価
高
騰
、
市
民
生
活
、
地
域
経
済
対
策

事
業
の
実
施
が
確
認
で
き
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
評
価
の

結
果
や
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
、

積
極
的
な
事
業
見
直
し
も
行
い
経
費
削
減

に
も
努
め
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
か
ら
限
り
あ
る

財
源
を
無
駄
な
く
有
効
に
使
っ
た
こ
と
が

見
て
取
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
５
年
度
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
行
政
改
革
で
は
、
本
市
の

特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
包

括
連
携
協
定
に
基
づ
く
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
実
施
な

ど
、「
新
し
い
力
と
の
共
創
」の
視
点
か
ら

も
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

　
教
育
行
政
で
は
、
不
登
校
対
策
に
お
い

て
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
、
市
内
の
幼
稚

園
、
認
可
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
17
園

と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
幼
保
小

の
円
滑
な
接
続
を
推
進
さ
れ
、
中
央
図
書

館
を
改
修
し
西
多
摩
初
と
な
る
電
子
図
書

館
を
開
設
す
る
な
ど「
生
涯
を
通
じ
て
学

ぶ
、
知
の
拠
点
」が
整
備
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　
令
和
５
年
度
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

品
価
格
の
高
騰
な
ど
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
た
め
の
予
算
が
多
く
組
ま
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
か
ら
物
価
高

騰
対
策
へ
と
対
応
の
変
化
し
た
年
で
あ
っ

た
。

　
窓
口
業
務
の
一
部
を
民
間
事
業
者
へ
委

託
す
る
な
ど
適
切
に
業
務
の
効
率
化
が
図

れ
た
こ
と
、
校
内
設
置
の
学
童
ク
ラ
ブ
と

ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
で
異
な
る
事
業
者
が

あ
る
と
い
う
課
題
の
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実
な
ど
社
会
の
変
化

や
課
題
解
決
の
た
め
に
組
織
を
見
直
し
対

応
し
た
こ
と
、
教
育
行
政
に
お
い
て
は
、

多
様
な
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
事
業
に

つ
い
て
審
査
を
通
し
て
確
認
で
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　
令
和
５
年
度
は
、
生
活
に
困
窮
さ
れ
た

方
々
へ
の
支
援
、
物
価
高
に
苦
し
ん
で
い

る
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
の
支
援
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
子
ど
も
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

に
つ
い
て
は
、
給
食
費
な
ど
の
費
用
を
値

上
げ
し
な
い
た
め
、
保
育
所
、
幼
稚
園
等

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
間
接
的
な

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
行
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業

で
は
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
実
施
し
た
こ

と
を
確
認
で
き
た
。

　
不
登
校
対
策
で
は
、
校
内
別
室
指
導
支

援
員
の
配
置
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど

に
よ
り
発
生
し
た
物
価
高
等
に
対
応
し
て

予
算
執
行
さ
れ
た
決
算
で
あ
っ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
業
務
の

効
率
化
を
目
指
し
、
ふ
っ
さ
電
子
図
書
館

の
開
設
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
面
で
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
確
認
で
き
た
。

　
高
齢
者
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
事
業

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
身
近
に
感
じ

た
り
、
外
出
先
で
の
調
べ
物
が
便
利
に
な

っ
た
り
と
の
意
見
を
確
認
で
き
た
。

　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
対
策
で
は
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
交
換
や
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

の
掲
示
板
機
能
を
活
用
し
て
、
互
い
を
認

め
感
謝
を
伝
え
合
う
取
組
を
確
認
で
き
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て
も
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
の
た
め
の
積
極

的
外
交
を
政
府
に
要
求
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

●
民
間
建
築
物
に
係
る
石
綿（
ア
ス
ベ
ス

ト
）等
含
有
調
査
へ
の
助
成
制
度
を
求
め

る
陳
情
書

●
マ
イ
ナ
保
険
証
と
現
行
の
健
康
保
険
証

の
両
立
を
図
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

●
多
様
な
人
材
の
地
方
議
会
へ
の
参
画
促

進
を
求
め
る
意
見
書

討　
論

討　
論

　
結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
ガ
ザ
地
区
の
即
時
停
戦
の
た
め
の
積
極
的
外
交
を
政
府
に
要
求

す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書（
６-

２
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
国
に
お
い
て
、
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
状
況
の
改
善
と
速
や

か
な
停
戦
の
実
現
を
求
め
る
決
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
、

地
方
自
治
法
第
99
条
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○「
王
乖
彦
さ
ん
の
早
期
救
出
を
求
め
る
意
見
書
」提
出
等
を
求
め

る
陳
情
書（
６-

４
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
陳
情
者
の
訴
え
る
こ
と
が
真
実
で
あ
れ
ば
大
変
な
人
権
侵
害
で

あ
る
が
、
事
実
関
係
や
逮
捕
理
由
に
つ
い
て
判
断
し
得
る
基
礎
デ

ー
タ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
民
間
建
築
物
に
係
る
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）等
含
有
調
査
へ
の
助

成
制
度
を
求
め
る
陳
情
書（
６-

５
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
全
て
の
民
間
建
築
物
を
調
査
対
象
と
す
る
と
、
対
象
数
が
膨
大

と
な
り
、
そ
の
全
て
に
対
し
調
査
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
は
現
実

的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
マ
イ
ナ
保
険
証
と
現
行
の
健
康
保
険
証
の
両
立
を
図
る
よ
う
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書（
６-

６
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
医
療
機
関
の
休
廃
業
の
背
景
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
等
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
原
因
と
は
い
え
な
い
。

ま
た
、
保
険
証
を
登
録
し
て
い
な
い
人
へ
は
資
格
確
認
書
が
発
行

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
取
扱
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿

い
難
い
。

陳
　
情

陳
　
情

提
と
し
た
改
正
と
い
う
こ
と

で
よ
い
か
。ま
た
、今
回
の
改

正
で
被
保
険
者
へ
の
影
響
は

あ
る
の
か
伺
う
。

答　

そ
の
通
り
で
あ
る
。ま

た
、本
改
正
に
よ
る
被
保
険

者
へ
の
影
響
は
な
い
。

▲

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保

険
証
利
用
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
で
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
で

は
予
約
が
必
要
か
伺
う
。

答　

医
療
機
関
の
中
に
は
、

予
約
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、ご
自
身

で
指
定
医
療
機
関
へ
連
絡
し
、

接
種
の
予
約
を
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。な
お
、予

約
の
可
否
情
報
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
医
療
機

関
一
覧
や
10
月
１
日
号
の
市

広
報
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

問　
国
・
都
支
出
金
返
還
金

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

国
へ
の
返
還
金
は
、健

康
保
険
組
合
等
出
産
育
児
一

時
金
臨
時
補
助
金
返
還
金
で

あ
り
、東
京
都
へ
の
返
還
金

は
、医
療
費
分
と
し
て
普
通

交
付
金
分
及
び
保
険
者
努
力

支
援
金
、特
別
調
整
交
付
金
、

都
繰
入
金
、特
定
健
康
診
査

等
負
担
分
で
あ
る
。い
ず
れ

も
予
算
額
で
交
付
さ
れ
、決

算
に
お
い
て
実
績
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る
返
還
金
で
あ

る
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問　
積
み
立
て
後
の
基
金
の

総
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

介
護
給
付
費
準
備
基

金
積
立
金
の
額
は
、令
和
６

年
度
末
の
基
金
残
高
を
８
億

６
２
５
５
万
８
５
３
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

加
入
状
況
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
と
比
較
し
令
和

５
年
度
は
４
０
０
人
ほ
ど
減

少
し
て
い
る
。こ
の
要
因
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

被
保
険
者
数
の
減
少

は
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
を

迎
え
、後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
し
て
い
る
こ
と
や
、

令
和
４
年
10
月
よ
り
、従
業

員
数
１
０
０
人
を
超
え
る
企

業
ま
で
被
用
者
保
険
の
適
用

が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

介
護
給
付
適
正
化
事

業
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

介
護
保
険
法
に
基
づ

き
、市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
う
ち
11
事
業
所
に

対
し
実
地
検
査
を
行
っ
た
。

成
果
と
し
て
は
、介
護
給
付

対
象
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確

行政視察報告
　今後の議会運営の参考にするため実施した先進市
視察について報告します。視察報告書の全文を市議
会ホームページに掲載しています。
※右のＱＲコードよりご覧いただけます。

①千歳市の基地対策について
　千歳市の人口の約25％を自衛隊員及び家族が占めており、自衛隊と共存共栄のまちづくり
が進められている。在日米軍再編に係る訓練移転問題への対応では、住宅防音工事の推進、
騒音障害の著しい区域からの住民移転や関係機関による連絡協議会の設置、市の要望を踏ま
えた地域振興策が実施された。

②航空自衛隊千歳基地について
　現地視察を行った第２航空団は、航空自衛隊として最
初にできた戦闘航空団であり、F-15（イーグル）戦闘機部
隊である第201及び203飛行隊の２つの飛行隊を保有し、
北部日本全空域での領空侵犯に対する対処などを任務と
している。緊急発進（スクランブル）は、近年減少してい
るが24時間体制で対応している。また、近年は自衛隊員
の減少により部隊運用が難しくなってきている。

横田基地対策特別委員会 令和６年５月14日㈫～ 15日㈬
視察先：①北海道千歳市　②航空自衛隊千歳基地

航空自衛隊千歳基地にて
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総
務
文
教
委
員
会

　
９
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

２
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
生
活
保
護
法
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

理
由
で
改
正
さ
れ
た
の
か
、

改
正
の
背
景
を
伺
う
。

　
　
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

子
ど
も
が
大
学
に
進
学
す
る

場
合
は
、
進
学
準
備
給
付
金

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
就
職
す
る
場
合
に
は
支

援
が
な
か
っ
た
た
め
、進
学・

就
職
準
備
給
付
金
と
改
め
、

就
職
者
へ
の
給
付
も
含
め
て

支
援
の
均
衡
を
図
る
こ
と
と

し
た
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
固
定
資
産
税
の
減
額
制

度
に
お
け
る
特
定
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
の
減
額
割
合
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
わ
が
ま
ち
特
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
減
額
割
合
に
つ

い
て
は
、
国
が
定
め
る
参
酌

割
合
を
適
用
し
て
お
り
、
特

定
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
に

関
す
る
一
般
木
質
・
農
作
物

残
さ
区
分
に
つ
い
て
も
国
の

参
酌
割
合
を
適
用
し
て
７
分

問答問答

の
６
と
し
た
。

●
令
和
６
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
　
小
学
校
に
お
け
る
教
科

担
任
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
小
学
校
高
学
年
に
お
け

る
専
門
性
の
高
い
教
科
指
導

を
実
現
し
、
中
学
校
教
育
へ

の
円
滑
な
接
続
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
複
数
の
教
員
で

全
学
級
を
指
導
す
る
こ
と
に

よ
り
、
多
面
的
・
多
角
的
な

児
童
理
解
の
促
進
が
図
ら
れ

る
。議

会
運
営
委
員
会

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の
協

議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編
集

を
行
う
議
会
運
営
委
員
会
が
、

閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

問答

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

活
動
か
ら

活
動
か
ら

編
集
後

記

保
し
、保
険
給
付
の
適
正
化

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　

健
康
増
進
事
業
で
は
、

令
和
４
年
度
比
較
で
、利
用

者
が
増
え
て
い
る
。要
因
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
近
隣
の
温
泉
入
浴
施
設

の
利
用
補
助
で
あ
り
、対
象

者
は
、福
生
市
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で

あ
る
。利
用
者
の
増
加
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
た
影
響
や
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
し
、比
較

的
若
い
被
保
険
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
も
一
因
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

保
険
料
軽
減
措
置
負

担
金
に
つ
い
て
、被
保
険
者

の
保
険
料
負
担
へ
の
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、被
保

険
者
か
ら
徴
収
す
る
保
険
料

の
対
象
経
費
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
対
し
、特
別
対
策
と

し
て
、市
区
町
村
に
よ
る
一

般
財
源
を
負
担
す
る
こ
と
で

保
険
料
率
上
昇
の
抑
制
を
図

っ
て
い
る
。福
生
市
の
負
担

は
４
４
４
７
万
４
６
３
１
円

で
、令
和
４
年
度
、５
年
度
の

保
険
料
で
は
、２
年
間
で
約

２
２
４
億
円
を
62
市
区
町
村

の
一
般
財
源
か
ら
投
入
す
る

こ
と
で
、年
間
の
平
均
保
険

料
額
を
５
８
７
７
円
引
き
下

げ
る
効
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
夏
は
東
京
で
も
猛

暑
日
が
２０
日
を
数
え
た
暑
い

夏
で
し
た
が
、
季
節
は
巡
る

も
の
で
、
秋
も
徐
々
に
深

ま
っ
て
来
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
等
の
決
算
審
査
が
行
わ

れ
、
全
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
物

価
高
騰
対
策
や
福
祉
バ
ス
の

１
コ
ー
ス
増
設
、
中
央
図
書

館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
、
福
生
市
議
会
基

本
条
例
及
び
福
生
市
議
会
議

員
倫
理
条
例
の
制
定
を
議
会

改
革
の
主
な
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
組
み
、
活
発
に
議
論
が

進
ん
で
い
ま
す
。
10
月
29
日

か
ら
２
日
間
、
那
須
塩
原
市

と
会
津
若
松
市
へ
議
会
運
営

委
員
会
の
行
政
視
察
を
行
い
、

両
条
例
の
制
定
ま
で
の
取
り

組
み
や
運
用
に
つ
い
て
、
先

進
市
か
ら
さ
ま
ざ
ま
学
べ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
３
つ
の
常
任
委

員
会
で
行
政
視
察
を
行
い
ま

す
。
他
の
自
治
体
の
先
進
的

な
施
策
や
成
功
事
例
を
研
究

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決

に
役
立
つ
よ
う
し
っ
か
り
学

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿

え
る
議
会
と
な
る
よ
う
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　
第
３
７
４
空
輸
航
空
団
司

令
官
交
代
式
で
、
令
和
４
年

に
着
任
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

Ｌ
・
ラ
ダ
ン
大
佐
か
ら
リ
チ

ャ
ー
ド
・
Ｆ
・
マ
ッ
ク
エ
ル

ハ
ニ
ー
大
佐
に
交
代
し
た
。

　
航
空
自
衛
隊
横
田
基
地
に

お
け
る
火
薬
庫
の
整
備
に
つ

い
て
、
航
空
自
衛
隊
が
横
田

基
地
東
地
区
北
側
に
火
薬
庫

の
整
備
を
計
画
。
令
和
９
年

度
以
降
に
工
事
予
定
。

２　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　
①
交
付
金
の
増
額
②
対
象

資
産
の
範
囲
の
拡
大
・
拡
充

③
対
象
資
産
の
早
期
提
供
合

意
④
調
整
交
付
金
の
対
象
資

産
の
明
確
化
な
ど
、
４
項
目

に
つ
い
て
要
望
し
た
。

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

区分 個人情報
ファイル簿

個人情報
目的外利用登録簿

個人情報
外部提供登録簿

件数 ４ ０ ０

▼個人情報ファイル簿等の件数

▼保有個人情報の開示請求等、個人情報保護審査会の状況

総務文教委員会委員長　　仲間　正司
議会運営委員会委員　　　仲間　正司
福生病院企業団議会議員　森田　哲哉

　委員長の辞任等に伴い、新たに就任
しました。

各種委員等の交代について

ケーブルテレビ
による
議会中継

　多摩ケーブルネットワーク
でも本会議の生中継を放映
します。ぜひご覧ください。

　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの
音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者（1·2級）の方にお
届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、
ご連絡ください。

「声の市議会だより」をお届けしています

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用
具として給付を受けられます。

議会事務局 ☎042-551-1523

ご利用ください！ 市議会インターネット中継

◆配信内容　
　本会議のライブ映像と録画映像
◆利用方法
　福生市公式ホームページ 「福生市議会」 
　「インターネット中継」よりアクセス　　

　パソコンのほか、スマートフォン、タブレット端末でも視聴できます。
　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただ
けます。ぜひご利用ください。

福生市議会
インターネット中継

令和５年度福生市議会における個人情報保護制度の運用状況

　福生市議会の個人情報の保護に関する条例第53条の規定により
次のとおり公表します。
　制度の詳細はＱＲコードからご覧いただけます。

次
回
定
例
会

【
令
和
６
年
第
４
回
】の
お
知
ら
せ（
予
定
）

〜
ぜ
ひ
、傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
〜

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2 3 4 5 6 7

本会議
午前10時開会

8 9 10 11 12 13 14

常任委員会
午前10時開会

15 16 17 18 19 20 21

議会運営委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和６年 12 月３日～ 12 月 20 日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。 ※日程は変更になることがあります。
　議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取りにくい方のために音声を送るヒアリ
ングループを導入しています。

一般質問一般質問 一般質問 一般質問

　保有個人情報の開示請求、訂正請求、利用停止請求はありませんでした。
　また、福生市議会の個人情報の保護に関する条例第47条（審査会への諮問）
及び第52条（審査会への審議に関する諮問）に該当する事案はありませんでした。


